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日時： 平成30年８月20日（月）午後７時30分から午後８時30分まで

場所：

出席者：

使用資料：

・学区民のつどい今年も出店・・・参加可能な時間帯等また出欠票を送付する。
・赤野井湾プロジェクトは次年度以降も継続

平成30年10月６日学区民のつどい
午前８時30に赤野井湾新港に集合し、必要物品の運び込み等する。

次回

決まったこと等

内容
１　田中プロジェクトリーダー開会あいさつ
２　（１）今年度の活動について（事務局より報告のみ）
３　（２）学区民のつどいへの出店について
・例年本プロジェクトは、つどいで金魚すくいを行っている。金魚すくいのブースはつどいのなかでは他に
なく、また清掃活動等こどもが楽しめる活動の少ない中で唯一こどもが喜ぶ企画なので今年度も実施し
たいがどうか。⇒承認
・準備物等について昨年金魚は500匹用意したが、最後80匹程度残り持って帰った。ただ、減らすと水槽
がある程度大きいため最後の方に参加する子が金魚を取りずらくなってしまうので余ることは覚悟で昨
年度同数用意しては。
・ポイ、持ち帰り用ビニール袋は昨年通り250用意する。
・金魚すくい以外何かできないか。
⇒昨年はザリガニ釣り、うなぎ等触れるコーナーをしたがおおむね好評だった。ザリガニについては、琵
琶湖からとってきたのを置いておいて提供することは可能。また触れるコーナーにはうなぎ、すっぽん、
亀等いたと思うが水槽が小さかったのでうなぎも最後の方は油気が抜け簡単につかめるようになってし
まっていた。
⇒今年もザリガニ、触れるコーナーを設ける。触れるコーナーについては水槽より大きめのこども用プー
ル等あればうなぎも逃げやすくより子どもたちが楽しめるのでは。
⇒ザリガニ釣りについては割りばしの先にスルメをつるして行う
・金魚すくいのボウルについて、毎年実施するのであれば発泡スチロール等弱いものではなく、プラス
チックの頑丈なものを買ってしまったらどうか。
・その他発電機等必要なものは漁協が準備する。
・昨年は「無料」というのが分かりにくく、お金を払わないといけないと思った人が来なかった気がする。今
年はもっとわかりやすく看板を作っては。
４　（３）次年度以降の活動について
・行事的にはクリーン大作戦はなくせない。全体の清掃もそうだが、小学校のカヤック体験実施のために
も必要不可欠。他の学区の小学校からもカヤック体験についてなんとかできないかと問い合わせがある
なかで玉津の子が体験できるのは本当に貴重。
・また、声掛けの面でもまるごとが声をかけやすい。
・また、継続していく中でまた別の事業が実施できるかもしれない。なかなか浄化等大きな事項について
は行政に頼まないと難しい部分はあるが、赤野井湾については引き続き環境改善等検討していく。
４　その他　市湖岸清掃については例年通り参加案内を送付する。できる限り参加を。

会議名： 平成30年度　第１回　Ｂ赤野井湾プロジェクト会議

議題
（１）今年度の活動について（事務局より報告）
（２）学区民のつどいへの出店について
（３）次年度以降の活動について
（４）その他　守山市湖岸清掃への参加について

会議要旨

玉津会館　学習室１

プロジェクトメンバー６名、会館職員２名

次第、ワークシート、昨年度まるごと赤野井湾プロジェクト検討資料、つどい資料３種、
昨年度湖岸清掃資料２種


